
絶賛発売中！！
ご注文は添付のハガキで

歴
史
に
は
多
数
の
事
例
が
あ
る
。
ビ
リ

ヤ
ー
ド
の
ボ
ー
ル
は
象
牙
を
素
材
と
し
て

い
た
が
、

一
頭
の
ゾ
ウ
の
象
牙
か
ら
八

個
程
度
し
か
ボ
ー
ル
が
製
造
で
き
な
い
。

一
九
世
紀
中
頃
に
ビ
リ
ヤ
ー
ド
が
流
行
し

さ
つ
り
＜

た
時
期
に
多
数
の
ゾ
ウ
が
殺
戯
さ
れ
て
絶

滅
の
危
機
に
直
面
し
た
。
そ
こ
で
ビ
リ

ヤ
ー
ド
ボ
ー
ル
の
製
造
会
社
が

一
万
ド
ル

の
賞
金
で
代
替
素
材
を
募
集
し
た
結
果
、

セ
ル
ロ
イ
ド
や
ベ
ー
ク
ラ
イ
ト
な
ど
が
発

明
さ
れ
、
現
在
で
は
完
全
に
化
学
物
質
で

代
替
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。

ゴ
ム
の
樹
液
を
採
集
す
る
植
物
は
南
米

大
陸
が
原
産
で
あ
る
が
、

一
九
世
紀
に
イ

ギ
リ
ス
が
東
南
ア
ジ
ア
に
移
植
し
て
栽
培

し
た
結
果
、
世
界
の
約
八
五
％
を
生
産
す

る

一
大
産
地
と
な
っ
て
い
た
。
と
こ
ろ
が

ぼ
っ
ば
つ

第
二
次
世
界
大
戦
の
勃
発
と
と
も
に
、
日

本
が
東
南
ア
ジ
ア
を
占
領
し
た
た
め
、
戦

争
に
必
需
の
ゴ
ム
製
品
の
原
料
が
入
手
で

き
な
く
な
っ
た
ア
メ
リ
カ
が
、
石
油
を
原

料
と
す
る
合
成
ゴ
ム
を
開
発
し
、
現
在
で

は
世
界
の
ゴ
ム
生
産
の
半
分
以
上
が
代
用

で
あ
っ
た
合
成
ゴ
ム
に
転
換
し
て
い
る
。

代
打
が
安
打
に
な
っ
た
事
例

Jヽ
庄

u
n
n
`

｀

代
作
、
代
筆
、
代
弁
、
代
行
な
ど

「代
」

の
つ
く
言
葉
は
格
下
の
印
象
が
あ
る
。
野

球
で
も
代
打
と
い
う
と
常
時
出
場
す
る
ほ

ど
の
能
力
が
な
い
選
手
と
理
解
さ
れ
が
ち

で
あ
る
。
し
か
し
、
昨
年
の
パ
シ
フ
ィ
ッ

ク
リ
ー
グ
の
代
打
出
場
回
数
最
多
の
埼
玉

う
え
も
と
た
つ
ゆ
き

西
武
ラ
イ
オ
ン
ズ
の
上
本
達
之
選
手
は
代

打
で
五
七
試
合
に
出
場
し
、
出
塁
率
三
割

三
分
三
厘
で
あ
る
し
、
セ
ン
ト
ラ
ル
リ
ー

「代

0
」
は
格
下
で
は
な
い

グ
で
は
横
浜
D
e
N
A
ベ
イ
ス
タ
ー
ズ
の

し
も
ぞ
の
た
っ
ゃ

下
園
辰
哉
選
手
が
代
打
で
六

0
試
合
に
出

場
し
、
同
様
に
三
割
六
分
七
厘
で
あ
る
。

ビ
ジ
ネ
ス
の
世
界
に
も
代
打
が
安
打
に

な
っ
て
い
る
事
例
は
多
数
あ
る
。

マ
グ
ロ

の
完
全
養
殖
で
有
名
な
近
畿
大
学
が
昨

年

「
ウ
ナ
ギ
風
味
の
ナ
マ
ズ
」
の
蒲
焼
を

ス
ー
パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
で
発
売
し
た
。
背

景
は
ニ
ホ
ン
ウ
ナ
ギ
が
国
際
自
然
保
護
連

合
に
よ
っ
て
レ
ッ
ド
リ
ス
ト
に
掲
載
さ

れ、

実
際
に
稚
魚
の
漁
獲
も
大
幅
に
減
少

バ
タ
ー
の
代
用
で
あ
る
マ

ー
ガ
リ
ン
も

類
似
の
歴
史
を
も
つ
。
フ
ラ
ン
ス
の
ナ
ボ

レ
オ
ン
三
世
が
、
戦
場
で
消
費
す
る
バ
タ

ー
の
安
価
な
代
替
産
物
の
開
発
を
募
集

し
、
フ
ラ
ン
ス
人
科
学
者
が
牛
脂
を
原
料

と
す
る
マ

ー
ガ
リ
ン
を
発
明
し
た
。
こ
の

製
法
の
特
許
を
取
得
し
、
世
界
有
数
の
食

品
製
造
会
社
に
成
長
し
た
の
が
ユ

ニ
リ
ー

バ
で
あ
る
が
、
前
身
は
マ
ー
ガ
リ
ン
・
ユ

二
で
あ
る
。
現
在
、
世
界
全
体
で
バ
タ
ー

と
マ

ー
ガ
リ
ン
の
生
産
は
ほ
ぼ
同
量
で
あ

り
、
代
用
か
ら
本
格
食
品
に
な

っ
て
い
る
。

こ
れ
ら
か
ら
も
想
像
で
き
る
が
、
代
用

が
格
下
以
上
に
な
る
事
例
は
多
数
あ
る
。

人
口
と
消
費
の
増
加
に
よ
り
、
数
多
く
の

こ

か

つ

天
然
資
源
が
枯
渇
に
直
面
し
、

石
油
や
天

然
ガ
ス
は
枯
渇
ま
で

一
0
0年
以
下
と
さ

れ
る
。
そ
こ
で
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
急
速

に
台
頭
し
て
き
た
。
何
種
か
の
金
属
資
源

は
二
桁
の
年
数
で
の
枯
渇
が
予
測
さ
れ
、

持
続
可
能
な
資
源
へ
の
転
換
が
研
究
さ
れ

て
い
る
。
そ
こ
で
木
材
を
原
料
と
す
る
セ

ル
ロ

ー
ス
ナ
ノ
フ
ァ
イ
バ

ー
が
開
発
さ

れ
、
鉄
材
の
二
割
の
重
量
で
五
倍
の
強
度

危
機
を
好
機
に
す
る
代
打
の
発
想

〗(0)(0)亨先を読む一®

危
機
を
好
機
に
逆
転
す
る

代
打
の
発
想

を
実
現
し
て
い
る
。

人
材
に
つ
い
て
も
同
様
で
あ
る
。
社
会

構
造
の
急
速
な
変
化
に
よ
り
、
情
報
産
業

や
介
護
事
業
で
人
手
不
足
は
深
刻
で
あ

る
。
そ
の
対
策
と
し
て
、
情
報
関
係
で
は

人
工
知
能
、
介
護
関
係
で
は
ロ
ボ
ッ

ト
が

代
打
と
し
て
期
待
さ
れ
て
い
る
。
野
球
の

代
打
は
毎
回
期
待
さ
れ
る
活
躍
を
す
る
わ

け
で
は
な
い
が
、

三
割
以
上
で
あ
れ
ば
成

功
と
さ
れ
る
。
人
工
知
能
も
ロ
ボ
ッ
ト
も

現
状
で
は
完
全
に
人
間
を
代
替
で
き
な
い

が
、
急
速
な
進
歩
で
役
割
を
遂
行
し
て
い

く
こ
と
は
十
分
に
期
待
で
き
る
。

社
会
に
制
約
条
件
が
存
在
し
な
い
潤
沢

な
時
代
に
は
、
既
存
の
仕
組
み
の
延
長
を

突
進
す
る
戦
略
で
問
題
は
な
か
っ
た
が
、

そ
れ
が
限
界
に
接
近
し
た
時
に
は
、
代
替

す
る
路
線
を
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
。
「旧

来
の
方
法
と
新
規
の
方
法
の
選
択
は
困
難

で
あ
る
が
、
最
適
の
方
法
は
原
点
に
回
帰

し
て
出
発
し
直
す
こ
と
で
あ
る
」
と
は

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
先
住
民
族
ア
ボ
リ
ジ

二
の
名
言
で
あ
る
。

危
機
は
好
機
と
い
う
言
葉
が
あ
る
よ
う

に、

「
代

0
」
を
本
年
の
戦
略
の

一
助
と

し
て
検
討
さ
れ
る
こ
と
を
提
案
し
た
い
。

、L'_
:

し
て
、
ウ
ナ
ギ
の
蒲
焼
が
高
価
に
な
り
す

ぎ
た
こ
と
で
あ
る
。
昨
年
の
代
替
蒲
焼
は

約

一
五

0
0
円
で
あ
っ
た
が
、
目
標
は

五
0
0円
と
の
こ
と
で
、
危
機
を
好
機
に

転
換
す
る
好
例
で
あ
る
。
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